
自分の思いや考えを表現し課題解決しようとする（語り場 学び場 麻生中）

～モンゴル国ウルハンガイ県中学校長等の訪問～
１２月８日（月）モンゴル国ウルハンガイ県の国会議員、

ウルハンガイ県教育局、そして15名のウルハンガイ県の
中学校長が麻生中学校へ視察に来られました。麻生中学
校の概要を説明した後に授業参観を行いました。タブレッ
トやグループ協議の効果や各教科の特徴について興味を
示されていました。授業参観後に視察団の方々より多くの
質問がありました。「タブレット端末、水道、教室、給食など
インフラについての質問」「１単位時間の目標設定につい
ての質問」「教職員の研修への質問」等、日本の教育に
関心を寄せられていることがわかりました。
ウルハンガイ県はモンゴル国の中央に位置し教育力も

高く、多くの優秀な人材を国内外に輩出しているそうで
す。今後、行方市の生徒との交流を希望されておられまし
た。国は違えども、国の宝である生徒の健全育成を教育
をとおして行うという自覚や使命感、情熱、研修意欲を視
察する姿から見て取ることができました。

～英語教育AI活用推進事業に係るプレ授業の実施～
１２月８日（月）に１２月１０日（水）開催予定である「英語教育A

I活用推進事業に係るモデル校公開授業」に向けて、２年生がプレ
授業を実施しました。生徒は相手意識をもち、よりよく説明するため
の英語表現の在り方について、教科書、ワークシート、グループで
の協議、タブレット、AI機能から自己選択・自己決定し課題解決を
行っていました。
２年生は麻生中生徒の強みである「丁寧に落ち着いて取り組

む」を存分に発揮しながら学習を進めていました。
１２月１０日(水)は県東地区中学校の英語科担当教員３０名が

麻生中学校に参集します。一生懸命に学ぶ麻生中生の姿、自己選
択した方法で課題解決する姿をみていただき、各校の英語教育の
推進・充実のための参考にしてほしいと願っているところです。

～前期生徒会役員選挙の実施～
１２月８日（月）に立候補生徒による討論会を実施しました。立候補した生徒は

「よりよい体育祭のためにどのようにすればよいか」というテーマで討論しました。
１・２年生ともに、堂々と落ち着いて自分の思いや考えを話すだけでなく、互いの

思いや考えを聴き合いながら、質問したり補足説明したりし、よりよい体育祭に向
けた具体的な討論会となりました。
今後、開票・結果発表となりますが、前回同様に僅差で結果が分かれることが

予想されます。例え、思いどおりの結果が得られなかったとしても、よりよい学校づ
くりを目指して、勇気ある一歩、チャレンジをしました皆さんの価値ある行動は決し
て揺らぐこと、消えることはありません。「捲土重来」です。最後に本事業の企画・運営を担い本
事業を成功に導いた選挙管理委員の生徒の皆さんに大きな拍手をおくります。

１２月８日（月）に地域の方よりシークワーサー、椿、蝋梅を頂戴し
ました。生徒の目にふれる場所に飾りました。
ありがとうございました。
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